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所報発刊にあたって 田川郡教育研究所 所長 長 野 修

昨年度末から教育現場は新型コロナウィルス感染防止対策で大変な状況であると存じます。現在

はやや落ち着いてきてはいるものの第二波に対する備え、対策を考える時期かも知れません。本研

究所でも年度はじめから、顔を合わせての会議は開くことができませんでした。理事会、総会も文

書による書面開催を行ったり、県及び筑豊地区研究所連盟の会議もインターネットを使った書面で

の開催等で凌いできました。開催予定であった研究所の研究発表会は田川郡・筑豊地区ともに残念

ながら中止せざるを得ない状態になってしまいました。しかし、このような状況の中、紙面を縮小

しながらも所報を発行することができました。原稿を執筆いただいた皆様に大変感謝申しあげます。

このような時こそ新たなる智恵を生み育てていくことも教育の使命ではないかと思っています。

田川郡の教師が智恵を結集させて新たなる日常を作っていくように頑張りましょう。研究所として

も精一杯の努力をする所存です。どうぞ今後とも研究所へのご支援・ご協力をお願いいたします。

就任の挨拶 田川郡教育研究所 副所長兼幹事

藤 田 昭 介

本年度、田川郡教育研究所副所長を拝命いたしました香春小学校の藤田です。微力ではあります

が、これまでの経験を生かし、田川郡の教育の発展に努めて参ります。

さて、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、学校では 6 月から本格的に教育活動の実施とな
りました。各学校とも授業時数の確保等に苦心されているところですが、本研究所もその中ででき

ることを模索していきます。本年度も本研究所へのご支援・ご協力をお願いします。

就任の挨拶 田川郡教育研究所 副所長

奥 浩 幸

各学校におかれましては、新型コロナウイルス感染予防対策である児童生徒及び教職員の健康管

理、学校内の衛生管理、また、昨年度末からの教育課程の確実な実施のための長期休業の短縮、学

校行事の厳選など、学校運営を工夫されていることと存じます。このような状況を受け、本年度の

研究所は、多くの事業を中止とし、児童生徒の健全育成、教職員の職能成長のための研究所の果た

すべき役割を見直す機会であると考えています。ご理解とご協力をお願いいたします。

教諭 福間 理紗

昨年度、福岡教育大学附属小倉小学校において道徳科の長期派遣研修員として一年間研修させていただき

ました。主題研究では、道徳的価値観を確かにし、自己の生き方を見いだすことができる子どもを育てるこ

とができるようにするために、多様な価値観にふれる学び合いと生活とを結び付けるふり返り

活動の在り方について学ぶことができました。この研修で学んだことを子どもたちとの授業に

生かしていくとともに、学校や地域に還元することができたらと考えています。そして、これ

からも学び続ける姿勢を忘れず、実践を積み重ねていきたいと思います。このような機会を与

えてくださった皆様、ご指導・ご協力いただいた皆様に感謝しています。ありがとうございました。
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学力向上を図るための取組
添田町立津野小学校

学習ガイドライン 複式学習指導案 自学の手引書

学力向上実践校の紹介【小学校】
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学力向上を図るための取組
福智町立赤池中学校

学力向上実践校の紹介【中学校】

＜研究主題＞
「意欲的・主体的に学ぶ生徒の育成」
～授業における振り返り場面の工夫と

GROW-UPノートの活用をとおして～

→「主体的・対話的で深い学び」の視点に
基づいた授業づくりにおいて、文章を書
いて振り返る活動を重視し「振り返り」
の場面の工夫とGROW-UPノートの活用を
行えば主体的に学習する態度が身につき
学力向上につながると考える。

ＧＲＯＷ-ＵＰ（自律・知性）ノート

１ ノートの誕生
○一日の学習をさらに有意義なものにするため帰り
のＨＲの時間において、その日に学習したことを想
起することで学びの定着が図られる。
○全教師が学習の「ねらいとまとめ」を意識した授
業を展開し、教材研究に熱が入る。

【学校教育目標】

２ ノートの活用
○授業の要点、もう一度復習すべき内容等を書く。
○定期考査前にGROW-UPノートを用いて復習をする。

３ ノートの将来
○授業を振り返り、つまづいたところ、分からな
かったところを書くことで苦手なところを生徒自ら
が理解し、その苦手を克服する気持ちが芽生え、苦
手が減少し、学習する意欲が増すであろう。

授業の振り返り（自己評価）

授業の終末段階において振り返り（自己評価）を行うこ
とで一時間の学びの中で自分の成長したところを意識でき
る。
→次の時間も「がんばろう」という意欲が向上し、学習
に対する積極性が増す。

→学習に対する自分の態度を客観的に評価し、自己指導
能力を育成できる。

○めあて・まとめ・振り返り・GROW-UPの一連の学習の振り返りにより毎時間の授業を大
切にする心情が向上してきた。
●記入することが目的に陥らないようにする。ノートの活用を最終段階に早く近づける。

まとめ・振り返り・GROW-UPによる振り返りの連続が学びの意欲を高め学力向上につながる
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◆田川郡教育研究所教育実践発表会 （新型コロナ感染防止のため中止）

◆筑豊地区教育研究所連絡協議会教育実践発表会（新型コロナ感染防止のため中止）

◆福岡県教育研究所連盟研究発表協議会【兼九州大会】

《新型コロナ感染防止のため書面開催(紙上発表)による実施》

栄養教諭 鍋 藤 君 江 養護教諭 梅林 美与

田川郡学校給食会では、今年度も努力目標を 田川郡学校保健会養護部会は、本年度より田

「給食の円滑な運営と内容向上及び食育の推進 川郡３部制移行にならい、活動形態を再編しま

を図るため、食に関する指導や研究研修の充実 した。（1 部：香春町、赤村、川崎町 ２部：大

に努め、衛生管理に配慮しみんなに喜ばれる給 任町、添田町 ３部：糸田町、福智町）

食を目指すとともに、心身の健康の増進に努め しかし、今年度は新型コロナウイルス感染拡

る。」として取組んでまいります。 大防止の動きに伴い、例年行っていた各研修会

しかし、新型コロナウイルス感染拡大防止の や研修視察等の中止や延期を検討しています。

観点から、例年行っていました研修会は実施で 私たち養護教諭は、このような状況の中、各

きません。そこで、学校への食育支援として学 学校の児童生徒の健康安全を第一に考え、新し

習媒体の購入を、調理員対象の研修は、各施設 い生活様式を定着させる取り組みを実践してい

ごとに実施するなど計画中です。 ます。また、延期している児童生徒定期健康診

学校生活の中で給食時間は感染拡大が心配さ 断を学校医とともに感染予防に備えた徹底した

れる場面の一つです。各学校では、新しいスタ 準備を行いながら、実施していく予定です。

イルの給食をスタートさせています。静かにな 今後も、学校間の取り組みの交流や各部ごと

った食事時間では、食材に目を向けたりじっく に研修テーマを設定し、定期的な研修を継続し

り味わうなど、食育も新しいスタイルを見出し て実施し、さらなる資質の向上に努めていきた

たいものです。 いと思っています。

田 川 郡 教 育 研 究 所
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令和２年度 教育実践発表会等についてのお知らせ


